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第１８期第２３回青森県西部海区漁業調整委員会 
開催日時：平成２０年３月１２日 

開催場所：青森市 

出 席 者： 委員１２名、水産振興課５名、鯵ヶ沢水産事務所１名、むつ水産事

務所１名、事務局４名 

議案第１号 漁業権一斉切替に係る免許内容等の事前決定について 

議案第２号 さくらますそ上親魚保護のための深浦町追良瀬川河口前面海域に

おける操業制限に係る委員会指示の発動について 

議案第３号 青森県西部海区管内海域におけるまき餌づりに係る委員会指示の

発動について 

第１７期第１０回青森県内水面漁場管理委員会 
開催日時：平成２０年３月１３日 

開催場所：青森市 

出 席 者： 委員９名、水産振興課４名、内水研１名、鯵ヶ沢水産事務所１名、

むつ水産事務所１名、事務局４名 

議案第１号 漁業権一斉切替に係る免許内容等の事前決定について 

議案第２号 第５種共同漁業権に係る平成２０年度増殖計画量の基準について 

議案第３号 コイヘルペスウイルス病の蔓延防止に係る委員会指示の改正について 

青森県東部海区漁業調整委員会協議会 
開催日時：平成２０年３月１４日 

開催場所：青森市 

出 席 者： 委員１２名、水産振興課８名、むつ水産事務所１名、八戸水産事務

所１名、事務局４名 

協議事項 漁業権一斉切替に係る免許内容等の事前決定について 

第１８期第２１回青森東部海区漁業調整委員会 
開催日時：平成２０年３月１４日 

開催場所： 青森市 

出 席 者： 委員１２名、水産振興課８名、八戸水産事務所１名、むつ水産事務所

１名、事務局４名 

議案第１号 漁業権一斉切替に係る免許内容等の事前決定について 

議案第２号 さくらますそ上親魚保護のための東通村老部川河口前面海域にお

ける操業制限に係る委員会指示の発動について 

議案第３号 青森県東部海区管内における底魚類の採捕を目的とするはえなわ漁業

（底はえなわ漁業）の操業制限に係る委員会指示の発動について 

議案第４号 青森県東部海区管内におけるまき餌づりに係る委員会指示の発動につ

いて 

議案第５号 青森県ヒラメ資源回復計画（諮問）について 

太平洋広域漁業調整委員会（太平洋北部会） 
開催日時：平成２０年３月１２日 

（１） 午前 第１５回太平洋北部会 

 （２） 午後 第１０回太平洋広域漁業調整委員会 

開催場所：農林水産省 

議  題： (1)  マダラ陸奥湾産卵群資源回復計画の取組状況について等 

(2)  マサバ太平洋系群資源回復計画について等 

 青森県東部海区漁業調整委員会からは、澤口委員が出席しました。 

日本海・九州西広域漁業調整委員会  
開催日時：平成２０年３月１３日 

（１） 第１３回日本海北部会 

開催日時：平成２０年３月１４日 

（２） 第１１回日本海・九州西広域漁業調整委員会 

開催場所：農林水産省 

議  題：(1) マダラ陸奥湾産卵群資源回復計画の取組状況について等 

(2) 水産資源の状況、広域漁業調整委員会指示について等 

 青森県西部海区漁業調整委員会からは、西崎委員、冨田委員が出席しました。

世界自然遺産シンポジウム開催 
平成２０年３月２２日、弘前市総合学習センターホールにおいて白神山地解説

活動連絡協議会主催による『世界自然遺産知床・白神・屋久島をガイドするシン

ポジウム』が開催されました。この中で本県内水面漁場管理委員会の藤田均委員

が「自然学校で行っているインタープリテーション」と題して講演しました。 

この後「ガイドする立場から見た世界自然遺産」と題してシンポジウムが開催

されました。 

トドの出現等に関する情報 
 トドの出現等に関する情報として、前々号から（独）水産総合研究センター

北海道区水産研究所生態系研究室の服部薫研究員のご協力を頂き、３回シリー

ズでトドの分布、回遊、生態について掲載しております。今回が最終回です。 

              『 今回は、トドの食性について説明します。 

トドは、底魚類や頭足類などを中心にその場 

で得やすいものを摂餌するため、主要な餌生

物は、年代、季節および地域により大きく異

なります。１９９０年代に北海道各地で行わ

れた食性の解析では、スケトウダラ、マダラ、

タコ類などが卓越していました。 

                トドの１日の食物要求量は、性別や妊娠の

有無によって異なるものの、体重の５～６％ 

（写真は北海道区水産研究所提供）  （成獣のオス、メス）から１７％（子を連れた

妊娠メス）の範囲にあり、成獣（オス体重６００ｋｇ）の１個体１日あたりの

消費量は３０ｋｇ程度と考えられております。 

 トドは、餌生物の分布・豊度によっても、利用する海域や上陸場を変えるこ

とが知られており、漁業とトドが水産資源を巡って競合することによって漁業

被害が発生して深刻な問題となっております。』完 

（第３回掲載・北海道区水産研究所生態系研究室：服部研究員） 

【最近の青森県周辺海域のトド出現状況】 

３月２５日現在、水産振興課調べによると、陸奥湾口部周辺では、２月４日に

佐井村福浦で上陸が目撃された以降、情報がありません。３月１９日に津軽海峡

の大畑沖で遊泳中のトド１頭が目撃されました。これまでの漁網被害は、佐井村、

むつ市脇野沢、大畑町、外ヶ浜町、今別町合わせて２０１件となっています。 

平成１９年青森県海面漁業調査に関する結果概要 
 

県水産振興課でとりまとめている 

標記の結果について概要を紹介します。 

平成１９年の青森県の漁獲数量は２９ 

万５，６９６トン、漁獲金額では５７ 

２億円１，６９７万円となりました。 

これを前年と比較すると漁獲数量で、 

１７，２６５トン（６．２％）増加し、漁 

獲金額で２５億４，１６４万円（４．６％） 

増加しました。漁獲数量が増加した主 

な要因は、「ほたてがい成貝」、「する 

めいか（近海・生）」、「ほたてがい半 

成貝」、「するめいか（近海・船凍）」等 

（県水産振興課資料）    の増加によるものです。     

平成１９年度の青森県日本海沖合海域における 

まぐろ延縄漁業の委員会指示に係る操業実績 

年 度 実績船 尾数（本） 重量（ｋｇ） 金額（千円） 

１９ ８３隻 １０，６４６ １４９，９１７ ２０２，９３０ 

１８ ８６隻 ２０，４２５  ３０６，１６８ ４０４，７１９ 

前 年 増 減 率

（％） 

９６．５  ５２．１   ４９．０ ５０．１ 

 昨年の日本海沖合のまぐろ延縄漁は、一昨年の半分程度の実績でした。 

４月のスケジュール 
４月下旬： 西部海区漁業調整委員会 

４月下旬： 東部海区漁業調整委員会 

お知らせ 
３月３１日付けの人事異動で海区事務局尾坂局長、出町主幹が知事部局に出

向し、横岡次長が定年退職となりました。委員、水産関係者の皆様には大変お

世話になりました。      

委員会指示には、漁業法、水産資源保護法等の法令を補完する機能がありま

す。海区委員会が漁業調整上必要と認めたときは、関係者に対して指示権を

発動して漁業調整の円滑化を図ることができます。委員の皆様の益々のご活

躍をご祈念します。（尾坂事務局長）  
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